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中東北の拠点都市 いちのせき

　一関市は、東北のほぼ中心にあたり、古くから交通の要衝として栄え、岩手県南、宮城県北エ

リアの中核としての役割を担ってきました。

　当市では、岩手県南から宮城県北に至る地域を中東北というくくりでとらえ、それぞれの地域

が互いに競い合いながら圏域全体で発展していくことを目標に市政運営を進めてきました。

　特にも県境を意識しない、同じ日常生活圏にある平泉町、宮城県栗原市、登米市、気仙沼市

との広域連携を深めています。

　東北や日本の未来を大きく変える可能性をもった国際プロジェクトの「国際リニアコライダー

（ＩＬＣ）」を総合計画の重点プロジェクトに位置づけ、次の世代を担う子供たちが夢と希望と

誇りをもって活躍できる地域となるようＳＤＧｓの理念を踏まえた持続可能な地域づくりを進め

ています。

　令和３年５月には、ＳＤＧｓの達成に向けて優れた取り組みを進める「ＳＤＧｓ未来都市」とし

て選定されています。

　当市を取り巻く社会情勢の変化を的確に捉え、市民み

んなで手を携え、幸せに満ちた明日を創りあげることを

目指し、総合計画において市の将来像として掲げた「み

つけよう育てよう　郷土の宝　いのち輝く一関」の実現

に向け確かな歩みを進めています。

区 分
一 関 市 の 位 置 市役所所在地

東 端 西 端 南 端 北 端 一関市竹山町7番2号

経 度 141°29′38″140°45′50″141°13′53″141°23′05″ 141°07′36″

緯 度 38°57′18″ 38°59′19″ 38°44′52″ 39°09′43″ 38°56′05″

総 面 積 一関地域 花泉地域 大東地域 千厩地域 東山地域 室根地域 川崎地域 藤沢地域

1,256.42 410.23 126.83 278.71 89.84 87.72 97.28 42.49 123.15

1 . 位 置
資料：国土地理院

2 . 面 積
令和４年７月１日

資料：国土地理院「令和４年全国都道府県市区町村別面積調」

※各地域の面積は｢平成17年全国都道府県市区町村別面積調｣

ＳＤＧｓ未来都市　いちのせき

約46㎞

約63㎞

㎢ ㎢ ㎢ ㎢ ㎢ ㎢ ㎢ ㎢ ㎢



地域資源をみがき生かせる魅力あるまち
恵まれたロケーションと産学官連携による技術開発、

農産物のブランド化による独創的な産業基盤の確立を図ります。

大切に育まれる
　　　　大地と技の恵み

自然の恵みと地域特性を生かした農産物のブランドを確立、

様 な々支援で担い手の育成を積極的に行っています。

工業
industry

農業
agriculture

いわて南牛
良質の稲わら、乾草、厳選飼料によって仔牛から大切に育て

られています。美しい霜降りと豊かな風味に優れたＡ3等級以

上の枝肉が「いわて南牛」です。

金色の風
10年の歳月をかけて開

発した良食味米。ふわり

とした食感と豊かな甘み

が特徴の最高級ブランド

米です。

夏秋野菜
一関市は、トマト、なす、一関市は、トマト、なす、

ピーマン、きゅうり、ミニトピーマン、きゅうり、ミニト

マトといった夏秋野菜をマトといった夏秋野菜を

そろえることができる全そろえることができる全

国でも珍しい産地です。国でも珍しい産地です。

南部一郎かぼちゃ
骨寺村荘園エリアで栽培され、糖度

15度以上の甘さのかぼちゃです。

小菊
冷涼な気候で育った色鮮

やかな「小菊」。県内一の

産地です。

曲りねぎ
白根部分を長く作るた

め、斜めに植え替えま

す。初冬に収穫する

ことで一層美味し

くなります。

3.気象 （令和４年　資料：気象庁）

平均気温 12.1度  年間総降水量 1,150.0㎜

4.人口 （令和２年国勢調査）

 総数 111,932人
 男 54,254人
 女 57,678人
 世帯数 42,232世帯

5.産業別総生産額
（令和２年度　資料：岩手県市町村民経済計算）

第一次産業 14,845百万円
第二次産業 120,144百万円
第三次産業 260,965百万円
総額 397,608百万円

6.所得額 （令和２年度　資料：岩手県市町村民経済計算）

市民一人当たりの分配所得　2,480千円

7.製造品出荷額 （令和2年　資料：経済センサス-活動調査）

18,949,335万円

8.小売業販売額 （令和2年　資料：経済センサス-活動調査）

97,096百万円

9.医療施設の状況 （資料：令和3年医療施設調査）

病院・診療所数141　病床数1,606

10.学校数と生徒数 （令和4年　資料：令和4年度学校基本調査、教育委員会）

幼保連携型認定こども園   19（園児1,699人）
幼稚園 10（園児214人）
小学校 27（児童4,740人）
中学校 17（生徒2,813人）
高校   8（生徒3,082人）
高等専門学校   1（学生847人）
短期大学   1（学生 99人）
専修学校   6（生徒391人）
特別支援学校   1（児童・生徒152人）

一関東第二工業団地から市街地を望む一関東第二工業団地から市街地を望む 企業情報交換会企業情報交換会

人材確保人材確保

岩手県南技術研究センター（分析の様子）岩手県南技術研究センター（分析の様子）

一関工業高等専門学校一関工業高等専門学校

人材育成人材育成

当市では、 1 工業の振興 3 地域内発型産業の振興

 2 ものづくり人材の確保と育成 4 企業誘致の推進

を施策の柱に、人と地域をみがき、創造性豊かなものづくりを目指しています。

1　工業の振興

●高品質・高付加価値なものづくりに

　取り組むための支援

●企業の技術力・競争力強化への支援

●新たな取引市場開拓への支援

2　ものづくり人材の確保と育成

●体系的なものづくり人材の確保・育成

● 若手社員のスキル向上や次代を担う

リーダー育成のための研修の実施

●地域企業の製品や技術力などの

　魅力の情報発信

3　地域内発型産業の振興

●企業間連携や共同研究への支援

●新規事業展開・起業に向けた

　取り組み支援

●DX推進に関する普及啓発や

　各種セミナーの開催

4　企業誘致の推進

●企業が立地しやすい産業用地の整備

●工業団地や貸工場など、

　多様な企業ニーズへの対応

●自動車関連産業や情報関連産業の

　誘致活動展開

● 非製造業の誘致など多様な働き方に

対応した働く場の確保



みんなが安心して暮らせる笑顔あふれるまち
市民誰もが健康で心ゆたかな生活ができるまち、

快適で潤いと安らぎのある住環境とコミュニティーを創造します。

安全
security

教育
education

環境
environment

子育て
raising children

医療
medical 

treatment

市民の安全と古里の財産を守るため、防災や消防・救急

体制の充実を図ります。市民・地域・行政が一体となって

安全・安心な地域社会を目指します。

病院や診療所をはじめさ

まざまな医療機関との連

携を強化し、救急医療と地

域医療の充実を図ります。

安心して産み育て

ることができる子育

て支援体制を構築

し、伸び伸びとたく

ましく育つことので

きる地域社会を創

造します。

生きる力と学力を養う義務教育、芸術文化

やスポーツ・レクリエーション活動による生

涯学習を推進し、個性と能力が発揮できる

環境づくりを進めます。

豊かな自然と共生するまちづく

りを進めます。

資源・エネルギー循環型まちづく

りを推進し、令和３年２月に表明

した「2050年二酸化炭素排出

実質ゼロ宣言」の達成による脱

炭素社会の実現を目指します。

教育委員会） 11.市道の実延長
（令和5年4月1日　資料：道路管理課「各地域道路台帳」）

4,280.85km(舗装率55.0％)

12.水道普及率 （令和4年度末　資料：上下水道部集計）

88.5％

13.汚水処理人口普及率
（令和4年度末　資料：一関市汚水処理施設整備状況他）

71.8％

14.国際姉妹都市
オーストラリア　セントラルハイランズ市

（合併前の藤沢町とデュアリンガ町（現セントラルハイランズ市）と
の間で平成5年に締結、平成23年一関市と改めて締結）

15.姉妹都市
福島県三春町

（旧一関市との間で昭和62年締結、新一関市へ引き継ぐ）

和歌山県田辺市
（合併前の室根村と本宮町（現田辺市）との間で昭和58年に友好

都市を締結、新一関市へ引き継ぐ。平成30年に姉妹都市を締結）

16.友好都市
埼玉県吉川市

（合併前の室根村との間で平成9年に締結、新一関市へ引
き継ぐ）

宮城県気仙沼市
（旧一関市との間で平成9年締結、合併前の室根村との間

で平成15年に締結、新一関市へ引き継ぐ）

和歌山県新宮市
（令和３年7月締結）

「バイオマス産業都市」
　　平成28年10月認定（一関市）

「食と農の景勝地」
　　平成28年11月認定（一関市・平泉町）

「世界かんがい施設遺産」
　　平成28年11月登録（一関市・平泉町）



市　長

監 査 委 員 事務局

農業委員会 事務局

選挙管理委員会 事務局

固定資産評価審査委員会

教育委員会

教 育 機 関

教　育　部

その他施設

教育長

上下水道部（公営企業）

総務管理課

水道課

下水道課

東部上下水道課

藤 沢 病 院

国民健康保険藤沢病院

老健ふじさわ

特別養護老人ホーム光栄荘

ふじさわデイサービスセンター

グループホームやまばと

暮らしのケアサポートセンター

市 長 公 室

危機管理監

政策企画課

ＩＬＣ推進課

プロジェクト推進室

女性活躍推進室

若者活躍推進室

広聴広報課

秘書課

総　務　部

総務課

財政課

職員課

市民税課

資産税課

収納課

まちづくり推進部

まちづくり推進課

いきがいづくり課

市民センター（11施設）

交流推進課

スポーツ振興課

市民環境部

市民課

国保年金課

生活環境課

消費生活センター

健康こども部

一関保健センター

健康づくり課

猿沢診療所

千厩歯科診療所

室根診療所

室根歯科診療所

こども家庭課

児童保育課

保育園（1園）

幼稚園（3園）

東部健康推進室

北部健康推進室

コロナワクチン接種対策室

福　祉　部

長寿社会課

福祉課

商工労働部

商政課

観光物産課

工業労政課

起業支援室

農　林　部

農政推進課

生産流通課

農業技術開発センター

林政推進課

農林整備課（建設農林センター）

建　設　部

道路建設課

道路管理課

治水河川課

都市整備課

登記処理対策室

建設整備課（建設農林センター）

上下水道部

総務管理課

生活用水対策室

下水道課

東部上下水道課

花 泉 支 所

地域振興課

市民センター（7施設）

市民福祉課

花泉保健センター

産業建設課

大 東 支 所

地域振興課

市民センター（6施設）

市民福祉課

出張所（4所）

大東保健センター

保育園（6園）

幼稚園（1園）

産業建設課

千 厩 支 所

地域振興課

市民センター（4施設）

市民福祉課

千厩保健センター

保育園（3園）

産業建設課

東 山 支 所

地域振興課

市民センター（3施設）

市民福祉課

東山保健センター

保育園（１園）

認定こども園（１園）

産業建設課

室 根 支 所

地域振興課

市民センター（1施設）

市民福祉課

室根保健センター

認定こども園（1園）

産業建設課

川 崎 支 所

地域振興課

市民センター（1施設）

市民福祉課

川崎保健センター

認定こども園（1園）

産業建設課

藤 沢 支 所

地域振興課

市民センター（1施設）

市民福祉課

藤沢保健センター

保育園（1園）

認定こども園（2園）

産業建設課

教育総務課

学校教育課

文化財課

骨寺荘園室

小学校（21校）

中学校（14校）

学校給食センター（6施設）

教育研究所

一関図書館（中央図書館）その他7館

一関市博物館

文化教育施設（8施設）

消防長

消 防 本 部

消防本部

総務課

予防課

消防課

防災課

一関西消防署

田村町分遣所

総合防災センター

平泉分署

一関南消防署

藤沢分署

一関東消防署
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一関市の将来像

市 　章
（平成17年11月15日制定）

一関市が人々に愛され、親しまれ、さらに発展する

姿をイメージし、「一関市」の「い」の字を基にデザイ

ンしています。青は中央部を流れる北上川やその

支流の川の色を、また緑は奥羽山脈や北上山系の

森の色をイメージしており、一関市の豊かな自然を

表現しています。

市の花・木・鳥
（平成18年8月1日制定）

花　「なのはな」
昔から作物として人々の

生活との関わりが深く、一

面黄色に群生している様

は、市民の連帯と協調を

表す花としてふさわしい。

木　「ぶな」
栗駒山や室根山などに原

生し、豊かな自然環境の

象徴であり、うるおいのあ

る健やかな市民生活を表

す木としてふさわしい。

鳥　「うぐいす」
昔から人々に愛され、春

の訪れを感じさせる美し

い鳴き声は市民の高い精

神性・文化性を象徴し、明

るく安らぎのあるまちづ

くりを表す鳥としてふさわ

しい。
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みつけよう育てよう 郷土の宝 いのち輝く一関

（
平
成
18
年
9
月
1
日
制
定
）

「郷土の宝物」

地域資源を

活用しよう

● 豊かな自然、歴史、文化

などの風土や農林水産物、

鉱工業品及びその生産技

術、観光資源などの先人

が守り、築いてきた地域資

源は、一関市の宝物です。

● これらを十分に活用するほ

か、まだ気づかれていない

資源を市民一人ひとりの知

恵と工夫により掘り起こし、

みがき、活用します。

「市民主体」

自ら考え共に

行動しよう

● 市民は、互いに助け合いな

がらまちづくりに主体的に

参画し、行政は、市民がま

ちづくりについて知り、考

え、行動できるような市政

を推進します。

● 市民、地域、企業、行政

など多様な担い手が、それ

ぞれの立場や責任に応じて

協力関係を築き、役割を分

担し、共に行動します。

「次世代人材支援」

郷土を誇りに思う

心を育てよう

● まち全体で人を育てること

は、郷土を誇りに思う心を

育み、この誇りが地域づく

りを担う気持ちへとつながり

ます。

● 家庭、地域、学校、企業、

行政などそれぞれの持てる

力を結集し、次代の一関を

担う人材を育成します。

「安全・安心」

みんなで支え合い

暮らしていこう

● すべての市民が、自然災

害や生活などに不安を感じ

ることなく安全・安心に暮ら

せることは、まちづくりの根

幹です。

● 行政、関係機関、地域など

が協力し合い、安全なまち

を実現し、いつまでも安心し

て暮らしていけるよう、市民

同士が互いにつながり、共

に支え合います。


